







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































できょう。 ・・・・『家礼』は宗子が主祭して収族し、 祭杷は四世に止ま っ
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( 1) r清代学術概論』商務印書館、 一九二O年、第二、三説。反動説が通説
となってきたことについては、山井湧「明学から清学への転換J書報四一八、
一九六一年、 〈後、 『明清思想、史の研究J東大出版会、 一九八O年、所収〉を
参照。
( 2 )銭穆『中国近三百年学術史』商務印書館、 一九三七年。余英時「従宋明









学報』六一、 一九八九年、 EdwardT.Chen，Chiao Hung and the Revolt 
against Ch'eng-Chu Orthodoxy;The Left-Wing Wang Yang-Ming School as a 
source of The Han Learning in the Early Ch' ing， Wil1iam Theodore de 































































































生まれた。R.KiethShoppa，Xiang Lake;Ninety Centuries of Chinese Life， 








Benjamin A.Elman，From Philosophy to Pholology ; Intellectual and 














PEI-YI WU， The Confucian' s Progress;Autobiographical Writings in Tradit 












































































































































































































































































































































































































































































(1) Patrcia Buckley Ebrey，Confucianism and Family Rituals in Imperial 









Patricia Ebrey， "The Early Stage in the Development of Decent Group Org 
anaization"， In Kinship Organization in Late Imperial China 1000-194O，e 
d. Patricia Ebrey and James L. Watson， University of California Press.19 
86. Patricia Ebrey "Confucianism and Family Rituals in Imperial China; 


































































































































































































































(1)朱蒸『家礼』の成立と後世の普及については、 PatrciaBuckley Ebrey， 
Confucianism and Family Rituals in Imperial China; A Social History of 
Writing about Rites，Princeton University Press， 1991. 
が詳しい。なお同氏には朱烹『家礼』の訳注


















































































(33) r家礼』冠礼、 「冠者見子尊長」注。 i若宗子之子、則先見宗子及諸尊於
父者於堂、乃就私室見於父母及余親」とある。


















































































































(2)Patrcia Buckley Ebrey，Confucianism and Family Rituals in Imperial C 
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〈上) (下)jお茶の水書房、 一九七九・ 一九八O年、清水盛光『支那家族の
構造』岩波書底、 一九四二年、清水盛光『中国族産制度孜』岩波書底、 一九四
九年、フリードマン〈末成道男・西沢治彦・小熊誠 訳) W東南中国の宗族組































































































































































































































































































( 2 )陳東原『中国婦女生活史』 一九二八年、上海、 湯浅幸孫氏「シナにおけ
る貞節観念の変遷Jr中国倫理思想、の研究』同朋舎、一九八一年、所収、など。
( 3) Patrcia Ebrey， Women， Marrige， and the Fami ly in Chinese Hisotry， in 
Paul S.Ropp，ed.，Heritage of China:Contemporary Perspective on Chinese 
Civilization， University of California Press， 1990，Susan Mann， Widows in 
the Kinship，Class，and Community Structures of Qing Dynasty China，lou 
rnal of Asian Studies 46-1，1987. Tien lu-k'ang，Male Anxiety and Femal 
e Chastity:A Comparative Study of Chinese Ethical Values in Ming-Ch' in 
g Times， Leiden， 1988.合山究氏「節婦烈女論一明清時代の女性の生き方Jr中
国一社会と文化』第十三号、一九九八年など。近世中国女性史研究の動向につ
いては、 PaulS. Ropp， "Women in Late Imperial China:A review of Recent E 










学』 二一四、 一九九一年、柳田節子氏「宋代婦女的離婚、 再嫁与義絶Jr慶祝
部庚銘教授九十華誕論文集J河北教育出版社、 一九九七年、など参照。















































































して義に合わせること、これを権というのである。経にそむく方法ではな~ ¥0 J 





とができたということだ。 J (r河南程氏遺書』巻一五) r礼の根本は民の情
から出る。聖人はそれによって民を導くだけである。礼の器具は民の生活に基
づく。聖人はそれに改良を加えるだけである。聖人が再び現れたら必ず今の衣
服や器具を用い、それに改良を加えて行くであろうJ (r河南程氏遺書』巻一
五〉など、権と同様、行うべきときにあたって礼を行うことを主張しているの
であり、時代の変化によって変更することが明言されているのは礼を盛る器で
ある衣服や器具についてであり、礼の義についてではない。すなわち程顕は時
代や状況の変化を理由に義を行わないことをいさめているのである。このよう
な立場は、経済的条件によっては再嫁するということを理として認めないとい
うあり方とまさしく一致する。なお、近藤正則氏は『程伊川の『孟子』の受容
と桁義』汲古書院、一九九六年、において「程顕の「権Jの解釈が、従来の経
権論とは異なって、 「権」を「反経之道」とは見ず、むしろ実際の事に臨んで、
既定の形式である「経」を随時適合させる工夫、いわば「経」に表裏する実践
的判断として重視するものであった」と述べられている。
(23)島田度次氏『朱子学と陽明学』岩波書店、一九六二年。
(24)醇居正の妻や貌了翁の娘などの例がある。陳東原氏、湯浅幸孫氏前掲書。
て2.，07 
(25)ただし、柏舟の古注疏で再嫁に対して厳しい立場をとっていない第一の
理由は、そもそも柏舟の詩が再嫁を勧める父母に抵抗している詩であることが
あろう。あまりに不再嫁を義として強調すると、子の天たる父母の行為が不義
であることが強調されすぎてしまう。(楊時『亀山語録』巻四、鈴杭所問、第
十五条、参照。〉すなわち夫への守節は、時として第一の徳目である父母への
孝に逆行するためあまり強調できるものではない。再嫁を不義とする観念が広
がった明清時代の現実においても、父母からの再嫁の勧めに抵抗する女性は不
孝とみなされ、再嫁を拒み続けて自殺してはじめて貞女・烈婦とされたという。
夫馬進氏「中国明清時代における寡婦の地位と強制再婚の風習」前川和也編著
『家族・世帯・家門-工業化以前の世界から-Jミネルヴァ書房、一九九三年、
所収。
(26) r朱文公文集』巻二六、輿陳師中書。 r其家事復如何。朋友伝説、令女
弟甚賢、必能養老撫孤、以全柏舟之節。此事更在丞相夫人、奨勧扶植、以成就
之。使自明没為忠臣、而其室家生為節婦、斯亦人倫之美事、計老兄昆仲、必不
俸賛成之也。昔伊川先生嘗論此事、以為餓死事小、失節事大、自世俗観之、誠
為迂関。然自知経識理之君子観之、嘗有以知其不可易也。伏況丞相一代元老、
名教所宗、挙錯之問、不可不審。票既辱知之厚、於義不可不言。」
(27)楼鎗型資集』巻四一、妻淑人陳氏封威安郡夫人。
時倒〉楊時剛語録』巻四、鈴杭所問、第二十六条o r季常・・・卓乎天下
之習、不能蔽也、程正叔一人而己O 観正叔所言、未嘗務脱流俗、只是ー箇是底
道理、自然不堕流俗中。先生目、然。観其論婦人不再適人、以謂寧餓死、若不
是見得道理分明、如何敢説透様話。 J
(29) r河南程氏外書』巻十一、時氏本拾遺。 r章氏之子奥明道之子、王氏婿
也。明道子死、章納其婦。先生目、宣有生為親友、死安其婦者。他目、王氏来
制送、一皆謝遣。章来欲見其子、先生目、母子無絶道、然君乃其父之罪人也。 J
(30)この再嫁先の夫に対する怒りという程顕の感情は、注目にもあげた、現
世における婚姻関係をふくめた生活が冥界においても継続するという観念と親
和性がある。(この冥界観については丸尾常喜氏「祝福と救済-魯迅における
「鬼JJ r文学』五五一八、 一九八七年、参照。〉冥界でも現世の婚姻関係が
2od" 
継続するのであれば、夫との死別は永遠の別離ではなくいわば別居を意味する
にすぎず、亡き友人の妻を要ることは、友人の留守中にその妻を奪うという姦
に等しい行為とみなされるわけで、程顕の怒りも理解できょう。ただし朱烹は
死ねば気は散じてなくなるとしている。朱烹のこの鬼神論では、祖先祭杷にお
いてなぜ祖先の気が感応するのか整合的に説明することができず、理論に綻び
が生じている〈島田度次氏前掲書、 三浦国雄氏「朱子鬼神論補Jr人文研究』
〈大阪市立大学〉 三七一三、一九八五年、参照〉ものの、朱烹は冥界の存在を
認めておらず、朱烹の再嫁批判がこの冥界観を基礎としているとは考えられな
L 、。ただし後世の人々の聞に不再嫁守節の観念が広まった原因の一つには、再
嫁を忌む観念が朱子学の道徳論のみならず、民俗的な冥界観からも裏打ちされ
るものであったことが考えられよう。
(31) r河南程氏文集』巻十二、先公太中家伝。 r伯母劉氏寡居、公奉養甚至。
其女之夫死、公迎従女兄以帰、教養其子、均於子姪。既而女兄之女又寡、公健
女兄之悲思、又取甥女以帰、嫁之。 J
(32) r宋史』巻四二七、道学一、程頗伝では、再嫁させた部分だけ削られて
いる。柳立言氏前掲論文参照。
(33) r朱子語類』巻九六、程子之書二、第六二条。 r取甥女帰嫁一段、輿前
孤嬬不可再嫁相反。何也。目、大綱伝地、但人亦不能章者。」
(34)柳立言氏前掲論文参照。
(35) r朱文公文集』巻六二、答李敬子矯余国秀。 r夫死而嫁、国為失節、然
亦有不得巳者。聖人不能禁也、則為之制礼、以慮其子、而母不得奥其祭意。其
庇之亦明失。 Jr儀礼経伝通解続』巻一、喪服、斉衰杖期、 「継父同居者」の
注にも「而有嫁者、難不如不嫁、而聖人許之」と、古の聖人であっても再嫁を
許しているという記述がなされている。
フV:Jq
